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H30.3.1 居住支援研修会アンケート結果 

 

不動産関係 

・障害者の居住環境の悪さを知らなかったので、勉強になりました。行政だけでなく、不動産業者に

もできる事があると思うので、他業種と連携して対応していくことが必要だと思いました。 

・社会としてこのような取り組みが必要なのは分かりますが、不動産会社の立場からすると、オーナ

ーさんの財産や近隣の方の生活を守る責任があるので、なかなか難しいのが現状です。行政は入居の

支援はするが、問題が起きた時は何もしてくれない、無責任だ、以前ひどい目にあったと言われるオ

ーナーさんもおられます。オーナーさん側も安心して物件を貸すことができるシステムが確立すると

いいですね。 

・今後も地域で取組む必要を感じました。 

・不動産業者としてお手伝いさせていただけることがあればご協力させていただきたいです。 

 

相談支援関係 

・目からうろこでした。大変よい研修でした。阪井さんのような方が豊岡市に必要です！ 

・阪井さんのお話はとても参考になりました。ぜひ住まいの確保に携われればと思いを強くしました。 

 

介護関係 

・障がい者・高齢者・生活困窮者だれもが住みやすい地域の大切さを感じました。 

・阪井さんのお話で実際の部分がたくさん見ること聞くことができたと思います。ゆるーく、柔軟に

対応できる力が必要と考えます。業者さん側の意見、考えを知ることができ、今後の支援につなげて

いきたいと思います。又、機会があれば阪井さんのお話を聞きたいと思いました。 

・62 歳の障害者の担当をしています。アパートで一人暮らしですが車いすの生活でアパート内の壁や

ドアが傷だらけです。退去時の修理が必要と思いますがお金がなく貯金もない状況です。（家族との

関係も不良で保証人ですが・・・）そろそろ老人ホームへの入居を考えており退去時が不安です。何

か支援してくれるところはありますか？ 

 

医療関係 

・定期的に催してください。「つなげる場所」の情報が沢山集まれば私の支援がもっと前へ進められる

と思います。 

・障害者の方のみならず、多くの方が生活しやすいまちづくりが課題だと確認しました。 

 

行政 

・本日集まった関係者がもっと顔の見える関係になればよいと思いました。少しずつでも地域で支え

あうしくみができればと思いました。 

・多方面で同じ心配事を抱えていることが分かった。もっと他府県に目を向けたり支援業者等と話し

合ったり柔軟性を持つべきだと思った。 

・一人の人として捉えることの大切さをあらためて考えさせられました。家主さんは家主リスクがあ

ると思いますがリスクを考えず支援として考えてくれることがあればよいと思います。住むところ

（居所確保）は、生活の拠点づくりで重要なものと思っています。 

・阪井さんの講演とても熱意ある取り組みを聞かせていただき素晴らしいと思いました。この但馬地

域でも理解ある不動産会社、ご本人を支える関係機関が一緒になり地域で生活できる体制をつくるこ

とができればよいなと思いました。今までにない研修、取り組みだったと思うのでとてもよかったで

す。ありがとうございました。 

・とてもよかった。面白かった。長く不思議に思っていたことが少し解決しました。 

・不動産業者への研修が必要と感じる。 

 

提供：豊岡・朝来健康福祉事務所 



 

 

その他 

・枠に囚われず疑問に思うことを等を伸びやかに解決されている姿に感服。 

・障害者の方が居住に関する事で、不動産業者、相談支援施設、親族、行政が一体となって協力しな

ければ賃貸契約を結ぶことができないケースが多々あるとの実例を聞き、又、トラブル時の対応での

問題であるとか、非常に解決が難しいと感じました。 

・阪井さんの話 目からウロコ この様な不動産屋もいるのですね。人として生きる。 

・出来る事がたくさんありそうです。一つずつやれる事を考えたい。 

 


